
平成 24 年度 公共ホール現代ダンス活性化事業・八戸市南郷文化ホール文化事業 

南郷アートプロジェクト 2012 連携事業 

 

新井英夫ダンス公演＆ダンスワークショップ 

八戸市では平成 23 年度から、南郷区を舞台にした「南郷アートプロジェクト」を推進中で、こ

れは主にコンテンポラリーダンスを活用した取組を実施しているところです。今年度、南郷アート

プロジェクトの連携企画のひとつとして、「新井英夫ダンス公演＆ダンスワークショップ」を南郷

文化ホールで開催します。 

 

 

ダンス公演 

日 時 平成 24 年 9 月 30 日（日） 開演 14:00 （開場 13:30） 

会 場 八戸市南郷文化ホール 

チケット 一般 500 円  高校生以下無料（要整理券） 

チケット取扱先 八戸市南郷文化ホール・八戸市公会堂 

駐車場 カッコーの森エコーランド、南郷図書館駐車場をご利用ください。 

無料シャトルバス 南郷文化ホールへの無料シャトルバスを運行します。 

（要整理券・先着 54 名、上記チケット取扱先でお申込みください。） 

【往路】八戸市庁前バス停（13:00 発）→南郷文化ホール（13:30 着） 

【復路】公演終了後に発車。八戸市庁前バス停着 

 

 

ダンスワークショップ 

ほぐす・つながる・つくる 「カラダからダンス」 

日 時 9 月 25 日（火）、26 日（水）19:00～21:00 

会 場 八戸市南郷文化ホール 

対 象 小学生以上 

定 員 30 名 

参加費 無料（要申込） 

申込・問合せ 八戸市南郷文化ホール TEL 0178-60-8080 

※原則として 2 日間参加できる方を優先。希望者は 9 月 30 日の本公演第 2 部に出演可能です。 

定例市長記者会見資料
平成 24 年 8 月 21 日
まちづくり文化観光部
まちづくり文化推進室

【第 1 部】 nOw and theN ～重さのつたはり・思いのつながり～ 

作：新井英夫 出演：新井英夫・さとういく・板坂記代子 

【第 2 部】 かなでるカラダから ～ワークショップ参加者とオドル共演ダンスセッション～ 

指導・演出：新井英夫   

光画技師：阪巻正志 

出演：ワークショップ参加者有志＋新井英夫・さとういく・板坂記代子 

プレワークショップ開催決定！ 

日時：9 月 4 日（火） 19:00～21:00

会場：八戸市南郷文化ホール 

対象：小学生以上  

参加費：無料（要申込） 

申込・問合せ 

：八戸市南郷文化ホール 



アウトリーチ 

新井英夫が南郷区内の施設にダンスをお届けする、出張プログラムです。 

9 月 26 日（水）八戸市立中沢中学校 

9 月 27 日（木）老人福祉センター南郷 

9 月 28 日（金）八戸市立島守中学校 

※一般の方の参加は受付しておりませんのでご了承ください。 

 

 
アーティストプロフィール 

 
新井 英夫（体奏家・ダンスアーティスト） 

1989〜98 年まで体操を通じた自然哲学ともいえる野口体操を創始者・野口三

千三氏から学び、深い影響を受ける。 1997 年より、自身の創作ダンスユニ

ットとして、DANCE-LABO KARADAKARA を創立、主宰。体奏家・ダン

スアーティストとして国内外で活動中。音楽家、映像作家とのコラボレーシ

ョンも行い、独自の身体表現創造活動を展開している。公演活動との両論と

して、障がいのある方、乳幼児から高齢者の方まで、幅広い対象に向けた「か

らだからダンスを発見する」ワークショップを各地で実施。2006〜2011 年ま

で山形大学にて、2012 年より天理医療大学にて「身体・芸術・コミュニケー

ション」をテーマにした科目の非常勤講師を務める。料理と落語好き。

http://tinyurl.com/HideoArai 
 

 

主 催 八戸市・株式会社アート＆コミュニティ（八戸市南郷文化ホール指定管理者） 

共 催 財団法人地域創造 

問合せ 八戸市南郷文化ホール（〒031-0202 八戸市南郷区大字市野沢字中市野沢 24-1） 

TEL 0178-60-8080 FAX 0178-60-8081 

 

 

コンテンポラリーダンスについて 

「バレエ」「ジャズダンス」のように特定のダンスを表すものではなく、オリジナルなダンスの

総称。コンテンポラリーダンスを代表するテクニックや動きがあるわけではなく、日常生活にヒン

トを得た動きから、プロならではの高度な技まで様々なものが含まれる。 

コンテンポラリーダンスのワークショップは、言葉を使わない身体によるコミュニケーション、

新しい身体感覚・動きの発見、心と身体の健康維持、他者との水平な関係を構築する場といった特

性から、教育・医療・福祉の分野でもその応用の可能性が注目されている。 

 

「公共ホール現代ダンス活性化事業」（通称：ダン活） 

財団法人地域創造の公共ホール助成事業のメニューのひとつ。コンテンポラリーダンスのアーテ

ィストと専門家のコーディネーターを、市町村の公共ホールに派遣し、アーティストとホールが共

同で企画した地域交流プログラムと、公共ホールでの公演を実施する。本事業を通じて、コンテン

ポラリーダンスによる公共ホールの利活用・地域の活性化・地域の文化事業を担う人材の育成を目

指す。 

撮影：森木隆之 


